
賃
金
を
上
げ
る
に
は 

 

児
玉 

寛
嗣 

 

参
議
院
選
挙
の
争
点
の
一
つ
が
物
価
高
だ
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
石
油
、
天
然
ガ
ス
、

小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
生
活
必
需
品
の
値
上
げ
が
起
き
て
い
る
。
加
え
て
急
激
に
進
ん
だ
円

安
が
輸
入
品
の
価
格
を
押
し
上
げ
て
い
る
。 

 

物
価
が
上
が
っ
て
も
賃
金
が
上
れ
ば
イ
ン
パ
ク
ト
は
和
ら
げ
ら
れ
る
。
問
題
は
こ
こ
三
十
年
、
賃

金
が
上
が
っ
て
な
い
こ
と
だ
。
賃
金
が
上
が
ら
な
い
か
ら
物
価
の
高
騰
に
日
本
人
は
こ
と
の
は
か
敏

感
。
最
近
一
時
帰
国
し
た
息
子
夫
婦
は
「
ア
メ
リ
カ
人
は
ガ
ソ
リ
ン
価
格
上
昇
に
は
敏
感
だ
が
、
食

料
品
な
ど
の
高
騰
は
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
。
ひ
と
つ
に
は
人
出
不
足
で
働
き

手
を
奪
い
合
い
、
賃
金
が
上
昇
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。 

 

日
本
で
賃
金
が
上
昇
し
て
こ
な
か
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
生
産
性
が
向
上
し
て
な
い
こ
と
が
あ
る
。

生
産
性
と
は
単
位
時
間
の
労
働
で
労
働
者
が
生
み
出
す
付
加
価
値
を
金
額
で
表
し
た
も
の
。
生
産
性

の
高
い
労
働
者
は
高
い
賃
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

生
産
性
の
高
低
は
能
力
の
個
人
差
に
よ
る
が
、
能
力
が
同
じ
で
も
従
事
す
る
業
種
、
業
務
内
容
に

よ
っ
て
も
大
き
く
違
う
。
技
術
革
新
や
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
各
業
種
間
の
相
対
的
な
高
低
差

も
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
。
生
産
性
が
高
い
と
さ
れ
た
か
つ
て
の
花
形
産
業
も
Ｉ
Ｔ
関
連
や
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
新
興
分
野
に
生
産
性
の
面
で
大
き
く
遅
れ
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
多
い
。 

 

国
全
体
か
ら
見
る
と
生
産
性
が
高
い
分
野
に
能
力
の
高
い
人
材
を
い
か
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
か
が
課

題
だ
。
最
近
は
能
力
の
あ
る
若
者
が
自
ら
の
意
志
で
転
職
や
起
業
を
選
択
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
が
、

過
去
の
花
形
企
業
は
な
か
な
か
能
力
の
高
い
人
材
を
手
離
そ
う
と
し
な
い
。
生
産
性
の
低
い
業
種
か

ら
高
い
業
種
へ
の
人
材
の
移
動
が
賃
金
の
押
し
上
げ
に
は
不
可
欠
だ
。
そ
の
促
進
に
は
早
期
退
職
者

が
退
職
金
な
ど
で
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
な
制
度
改
正
、
転
出
先
の
職
業
訓
練
期
間
中
の
支
援
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実
に
加
え
て
、
余
剰
人
材
を
抱
え
て
い
る
ゾ
ン
ビ
ー
企
業
の
統
廃
合
の
促
進
、

解
雇
規
制
緩
和
も
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
選
挙
戦
で
は
単
な
る
小
手
先
の
策
の
み
で
な
く
痛
み
を
伴
う

が
本
質
に
迫
っ
た
論
戦
を
望
む
。 


